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1～3

p.11　表1-1（続き）

上から２段目

腎髄質の変化

尿の濃縮機能の低下がみられる。ナトリウム保持機能

が低下し，排尿量が増加する。

腎髄質の変化

尿の濃縮機能が低下し，ナトリウムの調節機能に変化

が生じることで排尿の調整がむずかしくなる。場合に

よっては排尿量が増加することがある。

2024/9/24

2
p.248　表8-1　出典 （厚生労働省：2016(平成 28) 年 介護サービス施設・

事業所調査より作成，一部改変）

（厚生労働省：2019(令和元) 年 介護サービス施設・

事業所調査より作成）
2023/3/9

2
p.252　本文上から11行目 2017 年の訪問看護ステーション利用者における要介

護度別の割合は，

2019 年の訪問看護ステーション利用者における要介

護（要支援）別の割合は，
2023/3/9

2 p.253　本文上から11行目 経営主体は 開設主体は 2023/3/9

2 p.258　脚注 令和元年度～（参照 2021-08-03） 令和2年度～（参照 2023-03-09） 2023/3/9

2023年3月9日作成，2024年9月24日更新

『新看護学13  老年看護  第7版』 正誤表

このたびは『新看護学13  老年看護  第7版』をご購入いただきまして誠にありがとうございます。

第2刷（2023年2月1日発行），第3刷（2024年2月1日発行）におきまして以下の誤りがございました。ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し

上げます。


